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奈
良
市
内
全
域
へ
！ 

防
災
指
導
車
の
活
用
で 

小
学
校
や
各
地
域
へ
赴
き
防
災
啓
発
・
防
災
体
験 

を
屋
外
の
オ
ー
プ
ン
な
環
境
で
実
現
。 

 

活
躍
に
期
待
！
新
型
車
両
配
備 

発行 

奈良市消防団 

〒630-8145  
奈良市八条五丁目

404-1 
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総務課内 

☎ 0742-35-1199 
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奈良市消防団 

広報指導分団 

中村 亜矢子 

奈
良
市
消
防
団
だ
よ
り 

～
な
で
し
こ
新
聞
～ 

た
が
情
報
を
聞
き
出
し
て
く
れ
た
の
で 

良
か
っ
た
。 

・
実
際
に
は
通
報
し
た
経
験
が
な
か
っ

た
の
で
体
験
し
て
み
て
良
か
っ
た
。 

≪
消
火≫

 

～
消
火
器
の
操
作
体
験
～ 

・
初
期
消
火
の
大
切
さ
や
消
火
ポ
イ
ン

ト
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
実
際
に
触
っ
た
事
が
な
か
っ
た
の
で

操
作
を
体
験
で
き
て
良
か
っ
た
。 

・
火
災
発
生
時
、
消
防
隊
の
到
着
ま
で

に
自
信
を
も
っ
て
初
期
消
火
に
対
応
で

き
る
よ
う
火
点
を
狙
っ
て
消
火
体
験
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
消
火
器
の
大
き
さ

や
種
類
・
放
出
時
間
の
説
明
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
も
ら
え
、
訓
練
の
重
要
さ

を
再
確
認
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。 

体
験
会
後
の
全
体
の
感
想
と
し
て
多 

か
っ
た
の
は
実
際
に
は
未
体
験
で
災
害 

が
起
き
た
時
の
対
応
に
不
安
や
怖
さ
を 

感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

起震コンテナ 

地震体験の様子 

Bousai キャラバン号 
～≪防災指導車≫ 体 験 会～ 

 
 

 
 

 
 

平
成
７
年
よ
り
各
種
防
災 

体
験
が
行
わ
れ
て
き
た≪
奈 

良
市
防
災
セ
ン
タ
ー≫

が
老 

朽
化
に
よ
り
令
和
３
年
３
月 

末
を
も
っ
て
事
業
縮
小
と
な 

り
、
新
た
に
防
災
指
導
車
に 

よ
る
防
災
教
育
普
及
啓
発
へ 

と
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま 

し
た
。 

防
災
指
導
車
導
入
に
伴
い 

令
和
3
年
3
月
14
日
、
奈 

良
市
消
防
局
訓
練
場
に
お
い 

て
式
典
及
び
体
験
会
が
実
施 

さ
れ
、
新 

型
緊
急
車 

両
の
見
学 

も
行
わ
れ 

ま
し
た
。 

参
加
者
や 

ブ
ー
ス
担 

当
者
の
声 

を
ご
紹
介 

し
ま
す
。 

               昨年度、総務省 

消防庁より中型水 

陸両用車と搬送車 

が配備されました。災害時に水陸両用車を運ぶ搬

送車は、平常時には Bousai キャラバン号（起震 

コンテナ）を搬送するために活躍します。 

広域的な冠水地域への進入が可能となる中型水 

陸両用車は運転に車両と船舶の両免許が必要な特 

殊車両となり、操作にも高度な技術が必要となり 

ますが、消防車が進入出来ない場所で 

の救助活動を行うことができます。出 

動は奈良に限らず昨今の気象変動によ 

り各地で増えている大規模風水害発生 

時には、緊急消防援助隊として搬送車 

に積載され被災地へ派遣されます。 

私
は
奈
良
市
大
宮
町
で
印
章
店
を 

営
ん
で
お
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で 

今
年
４
０
周
年
を
迎
え
る
事
が
出
来 

ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
商
売
を
さ
せ 

て
い
た
だ
い
て
い
る
恩
返
し
に
何
か
出
来
な 

い
か
と
考
え
、
平
成
２
０
年
に
奈
良
市
消
防 

団
三
笠
分
団
に
入
団
い
た
し
ま
し
た
。 

火
災
時
の
消
火
活
動
、
交
通
誘
導
、
地
域 

の
防
災
訓
練
な
ど
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が 

お
役
に
立
て
る
よ
う
消
防
団
員
と
し
て
プ
ラ 

イ
ド
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
ま
い 

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

我が分団 自慢の「人」 

【三笠分団 森田 住秀】 

奈良市消防団 

H P はこちら⇒ 

ＴＥＬ.0742-35-1199 

≪問い合わせ≫ 

奈良市消防局総務課内 

煙体験ハウス 

特殊車両「中型水陸両用車」 

キャラバンの相棒「搬送車」 

≪

地
震≫

 

～
起
震
コ
ン
テ
ナ 

揺
れ
体
験
～ 

・
こ
れ
ま
で
微
震
し
か 

経
験
が
な
く
揺
れ
の
怖 

さ
を
感
じ
た
。 

・
横
揺
れ
だ
け
だ
と
思 

っ
て
い
た
ら
縦
揺
れ
も 

あ
り
、
実
際
に
な
る
と 

揺
れ
に
対
処
で
き
な
い 

と
感
じ
、
揺
れ
か
ら
自 

分
を
守
る
動
作
を
意
識
し
た
。 

・
急
な
揺
れ
で
は
体
が
固
ま
り
と
っ
さ 

に
動
け
る
か
わ
か
ら
な
い
と
思
っ
た
。 

≪

煙≫
 

～
煙
体
験
ハ
ウ
ス
で
の
避
難
体
験
～ 

・
思
い
の
ほ
か
視
野
が
悪
く
先
を
見
通 

せ
な
か
っ
た
。
実
際
の
火
災
で
煙
に
巻 

き
込
ま
れ
逃
げ
る
先
が
見
通
せ
な
い
と 

考
え
た
ら
怖
い
。 

・
煙
で
視
野
が
悪
く
な
る
だ
け
で
な
く 

一
酸
化
炭
素
中
毒
の
恐
れ
が
あ
り
煙
の

怖
さ
を
感
じ
た
。 

・
煙
か
ら
身
を
守
る 

方
法
を
知
る
事
で
落 

ち
着
い
て
避
難
行
動 

が
で
き
る
と
思
う
。 

≪

通
報≫

 

～
災
害
時
１
１
９
番 

へ
の
通
報
体
験
～ 

・
何
を
言
え
ば
い
い 

の
か
わ
か
ら
な
か
っ 

 

奈良市消防団中部方面隊は 

東大寺・興福寺・春日大社・ 

元興寺・春日原生林といった 

世界遺産や、白毫寺・大安寺 

正倉院、奈良国立博物館など 

歴史的文化遺産や重要文化財 

や伝統的町並みを保有してい 

る地区を管轄しております。 

方面隊長・方面副隊長・三笠 

分団・春日分団・若草分団・白毫寺分団・大安寺分 

団の５分団 105 名体制で昼夜を問わず活動し、消 

火活動はもとより奈良国立博物館防災訓練、奈良大 

文字送り火、興福寺鬼追式、若草山焼きなど、文化

財等の伝統行事への参加や警備を行っております。 

団員は日々訓練を行い、防火・防災活動に努めて 

おり、また昨今の災害等を踏まえ、新しい資器材の 

取り扱い講習や研修を通じて地域住民の方々や地域 

の消防署とも協力し、これからも誰もが安心・安全 

に過ごせる住みよい街づくりに努めてまいります。 

 

          中部方面隊 隊長 今井 良守 

 
中部方面隊の活動と消防団の想い 
～ 三笠・春日・若草・白毫寺・大安寺 ～ 分団 
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｜ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
も
ワ 

ク
チ
ン
接
種
が
進
む
に
つ
れ
重
症
化
リ 

ス
ク
が
低
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、 

ま
だ
ま
だ
感
染
防
止
対
策
と
し
て
の
基 

本
行
動
は
必
要
な
状
態
が
続
い
て
い
ま 

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
消
防
団
員
活
性

化
大
会
や
若
草
山
焼
き
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
、
出
初
式
や
辞
令
交
付
式
の
縮
小
な

ど
が
相
次
ぎ
、
様
々
な
活
動
に
制
限
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
行
き
た
い
場
所
に

行
き
た
い
時
に
行
け
る
、
自
由
さ
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
に
マ
ス
ク
着
用
・
手
洗

い
・
う
が
い
を
徹
底
し
、
対
人
的
に
は

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
距
離
を
保
つ
な
ど
個

人
で
で
き
る
こ
と
を
継
続
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

編 

集 

後 

記  

子どもたちが描いた消防車 

大きなキャンバスに描く 

地
域
の
方
々
の 

ご
協
力
に
感
謝
し 

つ
つ
今
年
中
に
は 

完
成
で
き
る
で
あ 

ろ
う
こ
と
を
願
う 

ば
か
り
だ
。 

た
「
済
美
子
ど
も
防 

災
ク
ラ
ブ
」
の
責
任 

者
で
も
あ
る
済
美
地 

区
連
合
会
長
が
手
を 

挙
げ
て
く
だ
さ
り
実 

行
へ
と
話
が
進
む
こ 

と
と
な
っ
た
が
、
運 

悪
く
新
型
コ
ロ
ナ
感 

染
症
の
流
行
に
よ
り 

「
緊
急
事
態
宣
言
」 

が
発
出
さ
れ
、
断
念 

せ
ざ
る
を
え
ず
年
末 

頃
に
少
し
落
ち
着
き 

が
み
ら
れ
た
こ
と
で 

3
月
4
日
に
決
行 

す
る
こ
と
に
な
っ
た 

が
、
責
任
者
で
あ
る 

自
分
が
手
術
の
た
め 

入
院
す
る
事
と
な
り
、
あ
と
を
副
分
団 

長
ら
に
任
せ
る
事
に
。
し
か
し
一
日
で 

は
描
き
あ
げ
ら
れ
ず
翌
週
も
挙
行
す
る 

が
仕
上
げ
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
春
頃 

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
再
度
蔓
延 

し
始
め
、
半
面
が
完
成
し
た
と
こ
ろ
で

頓
挫
す
る
状
況
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

平
成
３
０
年
秋
、
肘
塚 

町
に
あ
る
春
日
分
団
ポ
ン 

プ
庫
横
に
奈
良
市
か
ら
の 

借
地
に
分
団
員
と
地
域
の 

方
々
の
善
意
で
建
て
ら
れ 

 
 

 
 

 

た
ス
ー
パ
ー
ハ
ウ
ス
を
事 

務
所
兼
待
機
所
と
し
て
使 

用
し
て
い
た
が
京
終
駅
再 

開
発
で
立
ち
退
き
と
な
り 

翌
年
の
夏
に
代
替
え
に
今 

ま
で
の
半
分
ほ
ど
の
大
き 

さ
の
ヨ
ド
コ
ウ
の
ガ
レ
ー 

ジ
が
建
て
ら
れ
た
。
地
域
に
点
在
す
る

資
機
材
庫
を
統
廃
合
し
、
ガ
レ
ー
ジ
は

軽
四
ポ
ン
プ
積
載
車
格
納
庫
と
な
っ
た

が
殺
風
景
だ
し
、
令
和
元
年
と
い
う
記

念
の
年
で
も
あ
っ
た
の
で
地
域
の
子
供

達
に
絵
を
書
い
て
も
ら
う
事
を
発
案
し

最
初
は
済
美
小
学
校
へ
の
依
頼
を
考
え

作
業
日
程
を
調
整
し
て
い
た
だ
く
な
ど

校
長
先
生
に
も
ご
尽
力
た
だ
い
た
が
叶

わ
ず
。
そ
こ
で
時
期
を
同
じ
く
発
足
し 

めざせ！地域に根ざす消防団 
春日分団 分団長 笹本 國廣 

◆11 月 13 日（土）13 時～16 時 

奈良市消防局にて 

Bousai キャラバン号での防災関連体験の

ほか、紙芝居や子ども消防服体験、各方面

隊対抗ホースリレーなど。 

※コロナウイルス感染症対策によりイベント参

加者は消防関係者とその家族のみが対象予定と

なります。 

※感染状況により中止になる場合があります。 

防災イベント開催 ～予定～ 

講習会の様子 

新型コロナウイルスの流行が続く中、 

いざという時に行う応急手当をためらう

人の増加が心配されています。そんな中

昨年、奈良市でランニング中に倒れた男

性が、近くの中学校に設置の AED を使

って応急手当が行われ、無事に救命され

ました。全国的にも、その場に居合わせ

た人が実施する応急手当により、尊い命

が救われたという例が多数報告されてい

ます。奈良市消防局は現在、新型コロナ

ウイルス感染症対策を踏まえた応急手当

講習会を開催しています。 

奈良市職員は順次、この講習会に参加

し、手順を学び復習しています。やはり

応急手当の技術は自分で実践して身につ

けることが大切です。以前、受講したこ

とがあるという方も、ぜひまた講習会に

参加し、その知識と技術を身につけ 

ましょう。 

 

奈
良
市
全
職
員
対
象 

～
救
命
入
門
コ
ー
ス
～
講
習 

身近な防災 【消火器による初期消火】 

～消火器の基本 ＆ ちょっとした Point! ～ 

◆119 番への通報は 

      落ち着いて、冷静に◆ 

・火災であること 

     ・火災現場の住所や目印に 

なる建物、店など 

     ・何が燃えているのか 

     ・けが人や逃げ遅れた人が

いるのか 

     ・通報者の氏名と掛けてい 

る電話番号  …など 

≪注意！≫ 

      走行中の車からは通報を 

しない。必ず安全な場所 

に停車して通報する。 

通報後、消防から問合わ 

せる場合があるので電源 

を切らない。 

      

 

 

【通報】≪どんな小さな火事でも通報！≫ 

大きな声で「火事だぁ！」と叫んだり、大きな音を鳴らすなど 

周囲の人に火災を知らせつつ１１９番通報する。 

【初期消火】≪火が横に広がっている間は消火可能！≫ 

失敗した場合に備え、避難経路を確保の上、消火器や水、座布団や毛布など 

手近なものも使い消火する。 

【避難】≪無理は禁物、早めの避難≫ 

 天井まで火がまわると消火は困難。 

消火活動を止め、避難行動へ。 

消火器の使い方・構え方  

・ホースの先端のノズルをしっかり握り 

消火器本体からはずし、火元から 3～ 

5 メートル程度の距離を取り、火の風

上からやや腰を低くして構える。 

・熱や煙を避け、炎の真正面からは向き

合わない。 

≪薬剤の放出時間は約 20秒前後≫ 

・炎ではなく火の根元を狙い、手前から

ホウキで掃くように左右に振りながら

火勢が弱まってきたら少しずつ近づき

ながら火元に向かって確実に放射し消

火する。 

火災発見！ 

そんな時どうする？ 

「初期対応」に 

重要な３つの行動 
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